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● 

市
役
所
の
あ
れ
こ
れ
お
話
し
ま
す

若
手
職
員
が
伝
え
ま
す

市
役
所
の
仕
事

▼
人
事
課（
89
局
2
1
2
2
番
）

　

市
役
所
の
日
々
の
仕
事
を

知
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
、

事
務
職
、技
術
職
（
土
木
・
建
築
）、

保
健
師
、
消
防
職
、
保
育
士
と

し
て
働
く
若
手
職
員
が
、
仕
事

に
対
す
る
思
い
や
業
務
内
容
な

ど
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。

日
時　

12
月
16
日
（
金
）
午
前

9
時
30
分
か
ら
午
後
5
時
ま
で

会
場
・
定
員　

①
市
役
所
本
31

会
議
室
（
本
庁
舎
3
階
）
は
40

人
（
先
着
順
）
②
オ
ン
ラ
イ
ン

対
象　

就
職
を
考
え
て
い
る
大

学
生
な
ど

そ
の
他　

オ
ン
ラ
イ
ン
で
参
加

す
る
場
合
は
、
事
前
に
通
信
機

器
（
ウ
ェ
ブ
カ
メ
ラ
付
き
パ
ソ

コ
ン
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
タ

ブ
レ
ッ
ト
な
ど
）
の
準
備
を
お

願
い
し
ま
す

市 役 所 の リ ア ル を 伝 え ま す

申込はこちら

市ホームページ
はこちら

11月1日8：30～30
日17：15、あいち電
子申請届出システム
で受 付 。詳しいこと
は、市ホームページで
確認してください。

市役所などを装った詐欺に
ご注意ください

電
力
・
ガ
ス・
食
料
品
等

価
格
高
騰
緊
急
支
援
給
付
金

● 

暮
ら
し
を
支
援
し
ま
す

　

電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品
な
ど

の
価
格
高
騰
に
よ
り
、
家
計
へ

の
影
響
が
大
き
い
住
民
税
非
課

税
世
帯
な
ど
に
対
し
、
給
付
金

を
支
給
し
ま
す
。

対
象　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
世
帯
①
令
和
4
年
9
月
30

日
時
点
で
豊
川
市
の
住
民
基
本

台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
て
、
世

帯
全
員
の
令
和
4
年
度
の
住
民

税
均
等
割
が
非
課
税
（
住
民
税

を
課
税
さ
れ
て
い
る
方
の
扶
養

親
族
だ
け
で
構
成
さ
れ
る
世
帯

を
除
く
）
②
申
請
日
時
点
で
豊

川
市
の
住
民
基
本
台
帳
に
登
録

さ
れ
て
い
て
、
令
和
4
年
1
月

か
ら
12
月
ま
で
に
家
計
が
急
変

し
、
①
と
同
様
の
事
情
に
あ
る

と
認
め
ら
れ
る

支
給
額　

1
世
帯
当
た
り
5
万

円申
込　

①
の
世
帯
は
、
11
月
中

旬
に
発
送
予
定
の
確
認
書
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
同
封
さ
れ

た
返
信
用
封
筒
で
返
送
し
て
く

だ
さ
い
。
②
の
世
帯
は
、
申
請

が
必
要
と
な
り
ま
す
。
申
請
方

法
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
い

ず
れ
の
世
帯
も
、
申
請
後
に
審

査
が
あ
り
ま
す

そ
の
他　

申
請
期
限
や
必
要
書

類
な
ど
、
詳
し
い
こ
と
は
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー
に
電
話
、
ま
た
は

市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
確

認
し
て
く
だ

さ
い

▼
豊
川
市
緊
急
支
援
給
付
金
コ
ー
ル

　
　
セ
ン
タ
ー（
56
局
2
3
6
0
番
）

詳しくは
こちら

　給付金を装った不審な電
話やメールが確認されていま
す。不審な電話やメールなど
があった場合は、消費者ホット
ライン（　188）へ連絡をし
てください。



88 2022年11月  広報とよかわ

広
告
事
業
主
を
募
集

● 
自
主
財
源
の
確
保
と
地
域
経
済
の
振
興

二十歳の集い
⇔生涯学習課（88局8035番）

● 民法改正後も20歳の方を対象に開催します

観光ガイドマップ

ことりっぷ

　
次
の
広
告
事
業
主
を
募
集
し

ま
す
。
申
込
に
当
た
っ
て
は
、

各
広
告
掲
載
要
綱
、
広
告
掲
載

基
準
、
募
集
要
項
、
広
告
取
扱

要
領
の
内
容
を
順
守
し
て
く
だ

さ
い
。
申
込
書
な
ど
は
、
商
工

観
光
課
（
北
庁
舎
2
階
）
に
あ

り
ま
す
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）。

■
こ
と
り
っ
ぷ
M
a
g
a
z
i
n
e

と
よ
か
わ

掲
載
場
所　

こ
と
り
っ
ぷ
M
a
g

a
z
i
n
e
と
よ
か
わ
裏
表
紙

掲
載
枠
数　

4
枠

発
行
部
数　

1
万
部
（
予
定
）

【
共
通
事
項
】

サ
イ
ズ
　
縦
7
・
5
㌢
×
横
9

㌢
程
度

規
格　

J
I
S
規
格
の
フ
ル
カ

ラ
ー

費
用　

1
枠
2
万
円

申
込　

11
月
1
日
か
ら
15
日
ま

で
、
申
込
書
な
ど
を
、
直
接
、
ま

た
は
郵
送
（
〒
442

－

8
6
0
1

諏
訪
1
丁
目
1
）
で
商
工
観
光

課
（
北
庁
舎
2
階
）
へ

そ
の
他　

画
像
形
式
な
ど
詳
し

い
こ
と
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
確
認
し
て
く
だ
さ
い

ことりっぷMagazineとよかわ

広 告 広 告

広 告 広 告

▼
商
工
観
光
課（
89
局
2
1
4
0
番
）

●

　

民
法
改
正
に
よ
る
成
年
年
齢

の
引
き
下
げ
に
伴
い
、
こ
れ
ま

で
20
歳
を
迎
え
る
方
を
対
象
に

開
催
し
て
い
た
新
成
人
祝
賀
会

を
、「
二は

た

ち
十
歳
の
集
い
」
と
し
て

開
催
し
ま
す
。

期
日　

1
月
8
日
（
日
）

時
間　

東
部
・
中
部
・
代
田
・

御
津
・
小
坂
井
中
学
校
区
の
方

は
、
午
前
10
時
か
ら
受
付
。
午

前
10
時
30
分
か
ら
開
始
／
南
部
・

西
部
・
金
屋
・
一
宮
・
音
羽
中

学
校
区
の
方
は
、
午
前
11
時
30

分
か
ら
受
付
。
正
午
か
ら
開
始

会
場　

総
合
体
育
館
メ
ー
ン
ア

リ
ー
ナ

対
象　

平
成
14
年
４
月
２
日
か

ら
平
成
15
年
４
月
１
日
ま
で
に

生
ま
れ
、
令
和
4
年
10
月
１
日

現
在
で
豊
川
市
の
住
民
基
本
台

帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方
に
、

案
内
状
を
郵
送
し
て
い
ま
す
。

仕
事
や
学
校
な
ど
の
都
合
で
他

の
市
区
町
村
に
転
出
し
て
い
る

方
や
、
豊
川
市
に
住
ん
で
い
る

が
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ

て
い
な
い
な
ど
の
理
由
で
案
内

状
を
受
け
取
っ
て
い
な
い
方
も
、

当
日
、
参
加
で
き
ま
す

そ
の
他
　
感
染
症
拡
大
防
止
の

た
め
、
対
象
者
以
外
の
入
場
制

限
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
駐
車

場
は
、
日
本
車
輌
駐
車
場
（
午

後
2
時
に
閉
門
）、
プ
リ
オ
駐
車

場
（
1
時
間
無
料
）
を
利
用
し

て
く
だ
さ
い
。
駐
車
台
数
に
限

り
が
あ
る
た
め
、
公
共
交
通
機

関
や
乗
り
合
わ
せ
で
の
来
場
を

お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
18
・

19
歳
の
新
成
人
に
対
し
て
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
市
長
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
掲
載
し
ま
す

日本車輌駐車場

プリオ駐車場

体育館前
姫街道

郵便局 市役所消防署消防署前

南門橋

名 鉄 豊 川 線

総合体育館

諏訪町駅

�
豊
川
市
観
光
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ

掲
載
場
所
　
豊
川
市
観
光
ガ
イ

ド
マ
ッ
プ
広
告
欄

掲
載
枠
数
　
6
枠

発
行
部
数
　
2
万
部
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● 
あ
な
た
の
お
気
に
入
り
の
豊
川
は
ど
れ
？

豊川市防災講演会
⇔危機管理課（89局2194番）

● 日頃から災害への備えを万全に

　

市
民
の
防
災
意
識
を
高
め
、

災
害
へ
の
備
え
の
充
実
・
強
化

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

豊
川
市
防
災
講
演
会
を
開
催
し

ま
す
。

日
時　

12
月
3
日
（
土
）
午
後

2
時
か
ら
午
後
3
時
30
分
ま
で

会
場　

御
津
文
化
会
館

講
師　

C
B
C
テ
レ
ビ
気
象
予

報
士
・
桜
沢
信
司
さ
ん

テ
ー
マ
・
内
容
　「
防
災
情
報
は

こ
う
使
う
！
天
気
予
報
の
活
用

術
」
を
テ
ー
マ
に
、
天
気
予
報

を
伝
え
る
側
か
ら
見
た
最
新
の

気
象
情
報
入
手
の
方
法
な
ど
に

つ
い
て
学
ぶ
講
演

定
員　

4
０
０
人
（
先
着
順
）

費
用　

無
料

申
込　

当
日
、
会
場
へ

そ
の
他　

託
児
（
1
歳
以
上
未

就
学
児
ま
で
）・
手
話
通
訳
・
要

約
筆
記
を
希
望
す
る
場
合
は
、

11
月
11
日
（
金
）
ま
で
、
電

話
、
ま
た
は
F
A
X
（
89
局

2
6
5
5
番
）
で
、
危
機
管
理

課
へ
。
託
児
は
先
着
順
と
な
り

ま
す

1996 年中部日本放送（現
CBC テレビ）に入社し、アナ
ウンサーとして数々の番組に
出演。2006 年に気象予報
士の資格を取得。記者・ディ
レクターなどを経て、現在、夕
方のニュース情報番組「チャン
ト！」の気象解説を担当。

-profile-

桜沢 信司さん
CBC テレビ気象予報士

参加された方に

カップケーキをプレゼント！

と
よ
か
わ
カ
レ
ン
ダ
ー

２
０
２
３
の
写
真
投
票

　

令
和
5
年
6
月
1
日
に
市
制

施
行
80
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た

り
、
豊
川
市
の
魅
力
が
詰
ま
っ

た
卓
上
カ
レ
ン
ダ
ー
「
と
よ
か

わ
カ
レ
ン
ダ
ー
２
０
２
３
」
を

作
成
し
ま
す
。

　

6
月
22
日
か
ら
10
月
31
日
ま

で
、
掲
載
す
る
写
真
を
募
集
し

た
と
こ
ろ
、
2
5
0
点
を
超
え

る
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
一
次

審
査
を
通
過
し
た
写
真
の
中
か

ら
、
皆
さ
ん
の
投
票
に
よ
り
、

カ
レ
ン
ダ
ー
で
使
用
す
る
写
真

を
各
月
1
枚
決
定
し
ま
す
。
テ
ー

マ
に
沿
っ
て
い
る
と
感
じ
た
写

真
に
、
ぜ
ひ
投
票
し
て
く
だ
さ

い
。

投
票
期
間　

11
月
16
日
か
ら
30

日
ま
で

テ
ー
マ　

未
来
に
残
し
た
い
お

気
に
入
り
の
豊
川

投
票
方
法
　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
受
付

発
表　

投
票
結
果
は
、
2
月
中

旬
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で

の
公
表
を
予
定
し
て
い
ま
す

そ
の
他　

投
票
の
注
意
点
な
ど

詳
し
い
こ
と
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
カ

レ
ン
ダ
ー
の
配
布
は
、
3
月
上

▼
秘
書
課（
89
局
2
1
2
1
番
）

卓上カレンダーイメージ

旬
か
ら
、
秘

書
課
（
本
庁

舎
2
階
）
な

ど
で
無
料
配

布
し
ま
す

当日はお天気実験を行います！

　風船とドライヤーを使って、空気の流
れを読む実験を
行います。風船
の不思議な動き
に注目！親子で
気軽に参加して
ください♪

投票はこちら
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　「
豊
川
市
人
事
行
政
の
運
営
等

の
状
況
の
公
表
に
関
す
る
条
例
」

に
基
づ
き
、
令
和
3
年
度
の
市

職
員
の
勤
務
条
件
や
服
務
の
状

況
、
研
修
な
ど
に
つ
い
て
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

人
事
行
政
の
運
営
等
の
状
況

● 
市
職
員
の
人
材
育
成
や
任
用
状
況
の
お
知
ら
せ

▼
人
事
課（
８９
局
2
1
2
2
番
）

■
人
材
育
成

　
「
豊
川
市
人
財
育
成
基
本
方

針
」
に
基
づ
き
、
職
員
研
修
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
目
標

の
達
成
水
準
で
業
績
を
評
価
す

る
目
標
管
理
と
、
職
員
の
業
績

や
仕
事
ぶ
り
、
能
力
を
評
価
す

る
人
事
評
価
を
実
施
し
、
職
員

の
能
力
開
発
と
、
よ
り
効
果
的

な
行
政
運
営
を
目
指
し
ま
す
。

■
職
員
の
任
免
と
職
員
数

　

令
和
7
年
度
ま
で
を
計
画
期

間
と
す
る
「
第
6
次
豊
川
市
定

員
適
正
化
計
画
」
に
よ
り
、
定

員
の
適
正
化
に
努
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
令
和
3
年
度
の
採
用
・

退
職
者
数
は
表
１
、
令
和
3
年

度
か
ら
令
和
4
年
度
に
か
け
て

の
職
員
数
の
増
減
は
表
２
の
と

お
り
で
す
。

■
職
員
の
勤
務
時
間
と
休
暇

　

職
員
の
勤
務
時
間
は
、
原
則
、

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時

15
分
ま
で
の
週
38
時
間
45
分
で

す
。
た
だ
し
、
病
院
や
消
防
な

ど
は
こ
の
限
り
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
職
員
が
取
得
で
き
る
主
な

休
暇
な
ど
は
、
年
次
休
暇
・
介

護
休
暇
・
育
児
休
業
な
ど
で
す
。

令
和
3
年
度
の
年
次
休
暇
の
平

均
取
得
日
数
は
、
10
・
1
日
（
非

現
業
の
一
般
職
員
）
で
し
た
。

ま
た
、
新
た
に
育
児
休
業
を
取

得
し
た
職
員
は
、
男
性
が
3
人
、

女
性
が
40
人
で
し
た
。

■
職
員
の
分
限
と
懲
戒
の
状
況

　

分
限
処
分
と
は
、
公
務
能
率

の
維
持
と
適
正
な
運
営
の
確
保

と
い
う
観
点
か
ら
、
職
員
に
対

し
て
行
う
処
分
で
、
降
任
・
免
職
・

休
職
・
降
給
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

懲
戒
処
分
と
は
、
職
員
の
非
違

行
為
に
対
し
て
職
場
の
秩
序
を

維
持
・
回
復
す
る
た
め
に
行
わ

れ
る
制
裁
的
な
処
分
で
、
戒
告
・

減
給
・
停
職
・
免
職
が
あ
り
ま
す
。

令
和
3
年
度
は
、
分
限
処
分
と

し
て
免
職
処
分
を
1
件
（
1
人
）、

休
職
処
分
を
59
件
（
19
人
）、
懲

戒
処
分
と
し
て
戒
告
処
分
を
3

件
（
3
人
）
行
い
ま
し
た
。※職員数は、市長などの特別職、再任用短時間勤務職員、パートタイム会計 

　年度任用職員、臨時的任用職員を除く（フルタイム会計年度任用職員を含 
　む）。△は減少。（　）内は医療職。

職員数の状況（令和4年４月１日現在）（単位：人）

区分 採用
退職

定年 勧奨 その他 計

事務職 34 10 0 15 25

技術職 5 3 0 1 4

保育士 17 2 1 9 12

保健師 4 1 0 2 3

消防士 10 6 0 0 6

医療職 118 14 1 77 92

技能労務職 7 4 0 1 5

フルタイム会計
年度任用職員 88 0 0 91 91

計 283 40 2 196 238

令和3年度の採用・退職の状況（単位：人）表１表１

表２表２

区分・部門
職員数 対前年

増減数 主な増減理由
3年度 4年度

普
通
会
計

議会 9 9 0

総務 202 205 3
文化振興業務、再任用フルタイム職
員の増。再任用短時間勤務職員の
活用による減

税務 54 53 △1 資産税業務の減

民生 467 472 5
保育業務、再任用フルタイム職員の
増。管理職機能の強化による増。生
活支援業務の減

衛生 80 85 5 保健業務、再任用フルタイム職員の
増

労働 1 1 0

農林水産 18 19 1 管理職機能の強化による増

商工 16 17 1 管理職機能の強化による増

土木 111 110 △1 再任用短時間勤務職員の活用による
減

一般行政
計 958 971 13

〈参考〉 人口 1 万人当たりの職員
数 51.99 人（類似団体の職員数
50.36 人）

教育 69 69 0 学校給食業務の増。再任用短時間
勤務職員の活用による減

消防 179 184 5 総務関係業務、予防関係業務、消防
署業務の増

普通会計計 1,206 1,224 18
〈参考〉 人口 1 万人当たりの職員
数 65.53 人（類似団体の職員数
67.60 人）

公
営
企
業
等
会
計

病院 832
（773）

859
（792）

27
（19）医師、医療技術職、看護師などの増

水道 32 33 1 水道維持業務の増。組織改正による
減

下水道 25 25 0

介護保険 0 0 0

その他 21 20 △1 福祉医療業務の減
公営企業等

会計計 910 937 27

合計 2,116 2,161 45〈参考〉人口 1 万人当たりの職員数
115.70 人

医療職を
除く合計 1,343 1,369 26

※採用は、令和3年４月２日～令和4年４月１日。
※退職は、令和3年４月１日～令和4年３月31日、定年は60歳（医師は65

歳）。
※勧奨は、定年前の早期退職。
※その他は、自己都合による退職など。




